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ご紹介する内容ご紹介する内容

1. リポジトリ紹介：特徴など

2 きっかけ～公開まで2. きっかけ 公開まで

3. 公開から1年半たっての利用と管理

4. リポジトリの課題

「これまで」「これから」「これまで」「これから」



１ 聖路加看護大学１．聖路加看護大学
研究成果リポジトリの特徴

a. 大学の学術情報の倉庫

b 目録情報を積極的に収集b. 目録情報を積極的に収集

c. 投稿しやすさ優先

DBと連携DBと連携

公開制限可能



2007年12月に公開
アイテム数は約２ ０００アイテム数は約２，０００
フルテキストは約７００



主なコンテンツ主なコンテンツ

• 聖路加看護大学紀要

• 聖路加看護学会誌聖路加看護学会誌

• 学位論文

• COEプロジェクトの成果物

• 教員の業績教員の業績



２ きっかけ～公開まで２．きっかけ～公開まで

• そもそも「電子図書館」があった。

• ポータル研修に参加ポ タル研修に参加。

• リポジトリ（Dspace)コミュ二ティの存在

• Dspaceへの乗り換え計画たてる。

• 資金獲得から仮公開まで約２ヶ月資金獲得から仮公開まで約２ヶ月。



３ 公開から1年半：利用３．公開から1年半：利用

• 訪問者数、月5－7千人

• 他のサイトからリンク他のサイトからリンク

Wikipedia, 教員研究室のHP

• マスメディアで取り上げられた資料• マスメディアで取り上げられた資料

• “リポジトリ”という言葉が学内で定着した。

業績の発行中止に リポジトリへ全て登録• 業績の発行中止に。→リポジトリへ全て登録。

• リポジトリでのみ公開している資料。



公開から1年半：管理公開から1年半：管理

• 担当職員は他の図書館業務と兼務。

• システムの不具合はほぼ無い。

• 情報収集→外注

• 紀要 学会誌 学位論文を定期的に登録• 紀要、学会誌、学位論文を定期的に登録。

• 不定期に、会議等でコンテンツ収集。

業績登録• 業績登録開始。



業績登録開始業績登録開始

• ベースとなる2008年度業績を登録。

• 夏休期間にベースを完成させ、秋から教
員が2009年度分を追加登録予定員が2009年度分を追加登録予定。

• 図書館長が2008年度業績を自ら登録。



４ リポジトリの課題

ポジ

４．リポジトリの課題

リポジトリの これまで これから

位置づけ 「倉庫」 アーカイブ

コンテンツの
収集・管理

入れる仕組み 重複データの

整理収集 管理 整理

操作性

デザイン

耳慣れない

翻訳語

操作性・

見やすさの改善デザイン 翻訳語 見やすさの改善

利用を促進す データの HPとして活用
る仕掛け 二次利用 の可能性



位置づけ位置づけ

今までの課題

既にある、他のサービスと連携し、学内の研究
成果を置くための倉庫としての位置づけ。

今後の課題
アーカイブとして 研究成果以外のコンテンツアーカイブとして、研究成果以外のコンテンツ
を登録するための準備。



倉庫として他サービスと連携倉庫として他サ ビスと連携

大学HP
大学に関する情報 看護ネット

市民向けに研究成果

聖路加看護大学

図書館HP/図書館システム図書館HP/図書館システム
看護学術情報





アーカイブアーカイブ
人

資料の種類

年代・イベント

80年代
枠組みを

70年代

80年代

90年代

枠組 を
どうしよう？

90年代



コンテンツの収集 管理コンテンツの収集・管理

今までの課題

登録しやすい仕組みを提供登録しやすい仕組みを提供

今後の課題

重複データの整理重複デ タの整理



登録しやすい仕組みを提供登録しやすい仕組みを提供

• 作業の壁を低くする：リンクリゾルバから
書誌を流用する。書誌を流用する。

→省力化＆書誌事項の間違え回避

• 心理的壁を低くする：公開範囲を設定可能

→とりあえず、学内にだけ公開可能に



登録の仕組み登録の仕組み

• 論文を1件づつ登録する場合は

リンクリゾルバ → Dspaceへ書誌流用リンクリゾルバ Dspaceへ書誌流用

• まとめて登録する場合は

エクセルへ入力 → 図書館で一括登録エクセルへ入力 → 図書館で 括登録

ツール作成委託



1件づつ登録1件づつ登録
１．データベースを検索

２．登録する論文のリゾルバ表示

３．リンクリゾルバ経由で
リポジトリへ書誌事項を
投稿投稿



1件づつ登録1件づつ登録

4．認証画面が立ち上がる

5．登録するコミュ二ティを選択



1件づつ登録1件づつ登録

6 書誌事項が流用される6．書誌事項が流用される

7．投稿完了！



まとめて登録まとめて登録



公開範囲を設定可能に公開範囲を設定可能に



重複データの整理重複データの整理

学内教員同士の共著が多く、データの重複多い。

重複を防ぐルール案を作ったが複雑重複を防ぐル ル案を作ったが複雑



操作性・デザイン操作性・デザイン

今までの課題今までの課題

耳慣れない翻訳語を変更（現在も対応中）

コミュ二ティ アイテム ブラウズ・・・コミュ二ティ アイテム ブラウズ

今後の課題

他の電子コンテンツと変わらない操作性・他の電子コンテンツと変わらない操作性
見やすさを提供したい。







利用を促進する仕掛け利用を促進する仕掛け

今までの課題

リポジトリへ登録したデータを他へ転用でリポジトリへ登録したデ タを他へ転用で
きる仕組みの提供。

今後の課題

教員、学内研究室のHPとして活用の可能性



登録データを他で活用登録データを他で活用



HPとして活用の可能性HPとして活用の可能性
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